






















































陽子の入射エネルギーが200MeVのlG 0 (p， 2p) 15 Nと1OCa(P. 2p)H K反応の角度相関の微分断面積と分解能
を解析し，これらの観測量が非常によく再現できることを示し本論文で構成した理論の有効性について
述べた。本研究によって，相対論的核子ー核子有効相互用と少数の基本物理量を含むDirac-Hartrceモデ
ルを用い，質量数の異なる標的核に対する (p，2p)反応、を統一的に記述する新しい理論が，従来の現象論
的な斑論に代わるより基本的な理論であることが明らかになった。
以上の研究成果には原子核物理学の分野に関する新しい知見が与えられており，今後の原子核研究の発
展に大きく寄与するものでみる。よって，本論文の著者は博士(理学)の学位を俊弓される資格を有する
ものと認める。
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